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contributed article 

留学体験記

Stoηr of my experience abroad 

（日本学術振興会 ・東京女子大学） 中原純

(Japan Society for the Promotion of Science (JSPS) Fellow !fokyo Woman’s Christian University) 
Jun Nakahara 

1 . I¥但DUSとの出会い

2013年4月， 9年間お世話になった臨床死生学・老

年行動学研究室を離れ，私は日本学術振興会特別研究

員として東京女子大学現代教養学部に在籍することに

なりました。東京女子大学では，唐津真弓教授のご指

導の下， 阻 DUS(Mi心ifein the United Sta胞s）の日

本版プロジェクト rMIDJA (Mi心ifein Japan) Jに参

加させていただき， 30代から 80代の幅広い年齢層の

対象者から得られたデータを分析し，論文を書くとい

う日々を過ごしています。h征DUSとは， 1995年にマ

ッカーサー基金の支援によってスタートした，成人以

降の人の生涯発達を心理学，社会学，医学，人類学と

いった様々な視点から捉える大規模な調査プロジェク

ト（URL:h悦p://midus.wisc.edu/）です。このプロジ

ェクトは， 心理的 well-being（幸福論に基づく

well-being; Ryff, 1989）を体系化したウィスコンシン

大学のリフ教授（CarolD. Rバ7を中心としたもので，
アメリカにおけるパネノレ調査に加えて MIDJAなどの

いくつかの派：プロジェクトを擁し，多くの優れた研

究を生み出しています。

さて，私自身はJournalof Gerontologyに掲載され

たグリーンフィー／レドとマークス（Greenfield& 

Marks, 2004）の研究論文を読んで以来，10年以上

h在DUSの研究から様々な知識を得ていましたが，よ

り直接的に関わるようになったのは 2910年のことで

した。この時， h直DUSのプロジェク トで使用されて

いた感情的 well-being（ポジテ4ブ感情とネガティプ

感情）の尺度の日本版（中原， 2011）を作成すること

の許可をもらうために，パーデ．ュ一大学（当時） のム

ロセック耕受（DanielK. Mroczek）とコンタク トをと

ったことから，リフ先生や唐津先生とのやり取りがス

ター トしました。これをきっかけに昨年度より，

MIDJAの研究チームの一員となって共に研究をする

ことになったわけで・す。

2.初めての留学とマディソンでの生活

日本学術振興会特別研究員に採用された際に，唐津

先生からリフ先生の下でh厄DUSのプロジェクトを学

ぶことを強く勧めていただき，また私自身も一度は英

語を母国語とする国で、実力をつけたいという思いを持

っていたため， 2013年 12月から 2014年 7月まで，

ウィスコンシン大学マディソン校（Universityof 

Wisconsin-Ma必son）の加齢発達研究所 (Instituteon 

Aging）に留学することになりました。マディソンは

シカゴから北西に飛行機でおよそ 30分の場所にある

小さな町で、すが，自然も多く，治安も大変良い場所で，

はじめて留学する場所としてはとても過ごしやすい環

境でした。ウィスコンシン大学を中心とする街で，私

が通った筑波大学とどことなく雰囲気が似ていました。

ただ，冬の気温は非常に低く，平均でも一10。C，寒い日

は－30℃になりますので外出は命がけです。住居は，同

じクィスコンシン大学に所属し， b位DJAの先輩でも

ある宮本百合准教授がしばらく日本に帰国されるとい

うことで＼その期間に部屋をおかりすることができま

した。アメ リカでは，大学の寮などの特別な場合を除

けば，家の契約は基本的に 1年以上で，たとえ早くに

部屋を退去したとしても， 1年までは家賃を払い続け

なければならないらしく，今回部屋の問題に頭を悩ま

せずに済んだ私は大変ラッキーでした。宮本先生に感

謝です。

こう して留学することが決まったので、すが，なにせ，

これまで、留学経験がない私が， 33歳にして初めてB本
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を離れて生活するわけです。当然，英語でのコミュニ

ケーションも思うようにし、かず，大学での会話どころ

か，日常生活の会話すら聞き取ることができないこと

もしばしばでした。例えば，スーパーのレジ店員に聞

かれる＇'Paperor Plastic？”としづ質問も，＇'Paper＂はわ

かるのですが，その次の単語が何と言っているのか全

く分からず閉口しました。単語が聞き取れないため全

体として何を質問されているのかもわからず，他のお

客さんがビニール袋を持っているのを横目に，私はし、

つも紙袋で食品を持って帰っていました（たぶん，唯

一わかった＂Paper＂をオウム返しのようにその場では

言っていたんだと思います）。そんなある日，「今日こ

そは絶対に＂Paper”の後が聞き取れるまで，レジで、粘っ

てやるj とし、う気合でレジに入りました。やはり 1度

では聞き取れないのですが，悔しいので聞き返すとレ

ジの定員さんは丁寧に紙袋とビニーノレ袋を指しなが

ら’'Wo叫dyou like paper bags or plastic bags？”と言っ

てくれました。苦節 1ヶ月，初めて意味が分かったわ

けですが，一度わかると本当に単純なこの文章が理解

できなかったことはやはりショックでした。一応分析

すると，私の頭の中には「ピニー；L-=Plastic Jとし、う

連合がなかったことと（日本人にとって”Plastic”は，

プラスチックですよね？），アメリカ人は状況によって

単語で十分に言っていることが伝わる部分が，日本人

の私には文章全体を言ってもらわないと伝わらなかっ

たということなのだと思います。

このように，英語ができない私は，とにかく英会話

の機会がほしいと思い，友人に誘われて地元の教会で

開催される「留学生のための英会話の会」に参加し，

地域の方と会話をしたりもしました。英会話の習熟を

目的に参加したので、すが，ネイティプのボランティア

はほとんどが退職した高齢者で，私にとっては毎週ア

メリカのシニアボランティアにインタビューする機会

を得たような感覚で，とても有意義に過ごすことがで

きました。プロダクティブ・エイジングを勉強してい

た私が，アメリカの地で高齢者に英語を教わる，つま

り彼らの「プロダクトJになるなどということは想像

もしていませんでしたが， 何とも不思議な巡り合わせ

を感じました。ちなみに，友人はもっと若い人とのネ

ットワークを期待していたようで，しきりに私に謝っ

ていましたが，私はとても感謝しています。

3. MIDUSでの勉強

さて，大学での私の課題は，週に 1度の rMIDus

のミーティングJ, rl¥直DJAのスカイプによるミーテ

イングJ，「リフ先生との1対 1の話し合u、Jの3種類

でした。 h但DUSのミーティングでは，基本的にはウ

イスコンシン大学でh直DUSに関わる人が毎週持ち回

りで発表を行い，それに関する議論を行いました。私

にとっては， 3つの中で，これが最も難易度が高かっ

たです。というのも，参加者がほぼ全員ネイティプで

したので，とにかく会話のベースが速いのです。内容

も全く予備知識のない専門領域の研究が多いので，留

学したての頃だけでなく，終盤になっても議論の内容

を完全には聞き取ることができず大変でした。しかし，

本場の英語のベースや議論の展開を肌で感じ学ぶとし、

う点では，十分に意味のあったものと思っています。

次に， MIDJAのスカイプミーティングですが，こ

ちらは唐津先生を始め日本の研究者も数名参加してい

ますので，ネイティブだけの議論よりは私にとっても

参加しやすいものでした。ここでは，主に日米比較の

研究を推進することが課題で， well-being，健康行動，

怒り感情， コレステローノレ，コルチゾーノレ， ソーシヤ

ノレサポートなどをキーワードに，質問紙調査からの指

標だけでなくバイオマーカーも使いながら文化差につ

いて議論しています。このミーティングには文化心理

学で著名なスタンフォード大学のマーカス教授（Hasel 

R.Markus）やミシガン大学の北山忍教授も参加され，

毎週，新鮮な議論が展開されています。その中で私は，

成人期以降の発達と文化差をテーマとした2つの研究

に，主に取り組みました。 1つは，ハヴィガーストの

発管品題の重要性を日米で比較し，成人期以降の発達

課題を適切な時期に達成することはアメ リカ人よりも

日本人のwell-beingにとって重要で、あるということを

示しました。おそらく，社会規範の強い日本（Gelfand,

Raver, Nishii, Leslie, Lun, Limド ・・Yamaguchi,2011) 

では，年齢規範もより強く， roo歳までには××をし
ておかなければならないJとしづ潜在的な意識が強い

のではないかと考察しています（Nakahara,

Karasawa, Kawakami, & Ryff, 2014a）。余談ではあり

ますが，ハヴィガース トもウィスコンシン大学に所属

していたことがあるということで，少し親しみも感じ
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ながら研究を進めていました。 2つ目は， 社会情動的

選択性理論 （Carstensen,2006）に関するものです。

こちらは，「年齢と感情状態の関連を人間関係の質が媒

介するJとし、う作業仮説を日米で比較しました。まだ

まだ分析の途中段階ではありますが，アメリカでは社

会情動的選択性理論の仮定が適用できるのですが，日

本ではそれほど単純には適用できないのではないかと

考えています（Nakahara,Karasawa, & Ryff, 2014b）。

最後に，リフ先生との話し合いの時間ですが，これ

は本当に蟹沢な時間を与えていただいたと思っていま

す。先生ご自身が大変忙しいにも関わらず，私のため

に週にl度2時間も時間をとっていただきました。私

自身も，このような機会と時間を無駄にするわけには

いきませんので，毎週 2時間議論することができる

くらいの研究の進展を持っていくことを目標に一生懸

命勉強しました。そして，心理的well-beingの概念に

関する話から，学術論文の書き方といった基礎的なと

ころまで，様々なことを改めて学ひ直すことができま

した。この費沢な経験を無駄にしないよう，また，先

生にお返しをするためにもb征DJAやh直DUSの研究

をさらに進めていきたいと思っています。

リフ先生と私

Institu旬onAgingの建物

The Bulletin of Behavioral ScienceザLife,
Aging, Sickness and Death, Vol. 19 (2015) 

4. ICPSR Summer Seminarへの参加

2014年7月中旬から8月末までは，マディソンを雌

れ，ミシガン州のアナーパーに滞在し， ICPSRの主催

する統計セミナー，＂ICPSRSummer Seminar”に参加

しました。 ICPSR (URL: https://www.icpsr.u皿ich.

edu/icpsrweb/landing.jsp）とは，様々な社会科学の調

査データを収集，保存しているデータアーカイプ

avrrnusのデータも保存されています）で，ここの
主催する統計セミナーが毎夏開催されています。セミ

ナーでは，統計学の基礎に関する講義から最新の分析

方法を学ぶワークショップ，さらには統計学の専門家

が新しい分析を開発していくようなワークショップま

で，多種多様な授業が開講されています。この中で，

私は統計ソフトの Sta句 や R の使い方を学

ぶ”Computinピ，統計に必要な数学的基礎を学

ぶ’'Ma佐官 Algebra”，回帰分析の持つ前提について学

ぶ”RegressionAnalysis IIへそして様々なマノレチレベ

ノレのモデノレを学ぶ”＇AppliedMultilevel Model，，の4つ

の授業を履修しました。

詳しい授業の内容は，紙幅の都合上割愛しますが，

各授業が平日は毎日 2時間行われ，それが4週間続く

というスケジューノレで，とてつもなくハードな日々で

した。ただ，統計に関してはある程度の予備知識もあ

ったので，講師の先生の話し方に慣れさえすれば，英

語が聞き取れなくて苦労することは比較的少なかった

ように思います。統計を学ぶために参加するのはもち

ろんですが，大学生や大学院生が留学してはじめて英

語の授業を受けるのであれば，このセミナーで統計学

を学ぶのはファース トステップとしてとてもよいので

はなし、かと思いました。実際，中国や韓国からは多く

の大学生が参加していました。それに比べると，日本

人の参加者はアメリカの大学に所属する大学院生か，

日本の大学に所属するポスドク以上の人で，少し寂し

い気持ちになりました。

5.おわりに

最後に， MIDJAやb征DUSで二次分析を行いなが

ら，アメリカの研究者と議論をする中で，最も強く心

に残ったことを記したいと思います。それは，心理学

の世界で生き残るためには，「頭の良さJが必要だとい

うことです。 頭の良さは才能で決まる部分もある程度

-5ー



中原：留学体験記

はあると思いますが，とにかく勉強して知識をつける

こと，そしてディスカッションで勝てるようになるこ

とが重要です。心理学はどこかに絶対的な正解がある

学問ではなく，あらゆるデイスカッションで、勝ち残っ

た人の意見が正解なのです。 MIDUSのデータを使っ

て二次分析する場合も，たくさんの知識を持っている

人は，様々な指標の様々な相関関係を理論的に解釈す

ることができるわけですから，分析の結果がどうであ

ったとしてもそれを正解として世の中に提示していく

ことができます。一方で、，背最となる知識がなければ，

どれだけ分析を繰り返しても論文は書けません。心理

学が，正解を 「見つけるJのではなく「｛乍るJ学問で

あるということは昔から言われていますが，二次分析

の経験を通して，ますますこのことを強く意識しまし

た。これから心理学の分野で研究者を目指す学生のみ

なさんには，自らの努力で「頭を良くするj という覚

悟を持って，勉強を進めてもらいたいと思います。

わずか8ヶ月間のアメリカ生活でしたが，私は，こ

こに記したこと以外にも多くの貴重な文化的な体験を

することができました。一方で，英語ができないアジ

ア人の私のことをからかって仲間内で笑いを誘うなど，

差別的な態度をとる人も中にはいましたので，不快な

思いをすることもありました。全てが美しい思い出と

いうわけにはいきませんが，そうでないものも含めて

アメリカの文化を体感出来たことは，これからアメリ

カの研究に接する際に，必ず活きてくるだろうと感じ

ています。まだ留学の経験がない人は，ぜひ留学する

機会を見つけて，海外での生活を体験してみてほしい

と思います。
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